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1. はじめに 
 著者らは，情報系学科におけるプログラミン

グ系授業を中心に反転授業や PBLによるアクティ

ブラーニングを実践している[1]．反転学習にお

ける事前学習では，講義ビデオやスライド等の

講義資料による事前学習を行い，授業時間中に

は学生自身が能動的に取り組む学習を行う．反

転授業の事前学習に用いられるビデオ教材は，

スライドに音声の解説をつける等，座学の講義

を収録したものに近い．このような教材におい

ては，学習者はビデオの早送りや一時停止，巻

き戻しなどを行うことができることから，自分

のペースや理解度に合わせた視聴が可能である．

バーグマンらは，講義ビデオは学習者がビデオ

のリモコンを手にすることになり，講義の理解

を助けることを指摘している[2].しかし，ビデ

オの巻き戻しを行なっても繰り返される説明は

同じであるため，繰り返し聞いても理解できる

とは限らない． 

 特に，学習者の理解度が多様である場合，通

常の説明では理解が難しく，基礎的な補足説明

等が必要な学生がいる一方で，通常の説明では

物足りず，さらに深く掘り下げた高度な内容や，

関連したトピックに取り組む余裕がある学生が

いる場合もある． 

 本研究では，主に事前学習での利用を想定し

た教材コンテンツとして，理解が十分ではない

学生のための基礎的な説明や，理解が進んでい

る学生に対する発展的な学習コンテンツを含み，

学習者が必要に応じて選択しながら閲覧できる

事前学習コンテンツを試作し，学生に試用して

もらい評価を行った． 

2. 事前学習コンテンツの構成 
 本研究で試作した事前学習コンテンツの構成

を図 1に示す．学習コンテンツは複数のトピック

を扱う小項目により構成される．学習者はそれ

ぞれの項目についての通常の説明を閲覧した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 事前学習コンテンツの構成 

 

ら，自分の理解度等に合わせて「次の項目に進

む」「この項目の基礎的な説明を閲覧する」

「この項目の発展的なトピックを閲覧する」の

うちのどれかを選択する．対象の項目について

理解できていないようなら基礎的な説明を選択

し，通常の説明が退屈であったならばさらに発

展的なトピックの説明を選択できる．とりあえ

ず先に進みたいなら次の項目に進むことを選択

してもよい．このような構成で，事前学習コン

テンツを試作した． 

3. 事前学習コンテンツの試作と評価 
 事前学習コンテンツの試作を行なった対象の

授業は，本学理工学部情報電子工学科情報メデ

ィアコース 2年後期の演習科目である「情報メデ

ィア基礎実習 1」の第 1 回である．この授業では，

Processing と OpenCV を用いて，図形の幾何学的

変換を行うプログラムを作成できるようになる

ことを目指す．学習者は，事前学習で図 2のトピ

ックについて，事前学習コンテンツを閲覧しな

がら，理解度を確認するための「要点のノート」

を作成する．「要点のノート」は，「XXX とはな

にか」等の設問と，その回答を記述する空白を

A4 一枚にまとめたものである． 

 授業においては，学習者は各々1 台の PC を使

い，例題プログラムを実行したのち，課題のプ

ログラム作成に取り組む．事前学習では主にプ

ログラムで扱っているトピックの概念や数式等

の説明が中心となり，授業においては数式等を

プログラムで実装する処理について学ぶ．情報

メディア基礎実習 1第 1回の事前学習のトピック

を図 2に示す． 
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図 2 情報メディア基礎実習 1第 1回の 

事前学習のトピック 

 

図 2 の黒の破線で囲まれた項目が，トピックご

との小項目にあたる．赤線で囲まれた項目は，

追加の基礎的な説明を表しており，緑線で囲ま

れた項目は追加の発展的なトピックを表してい

る．試作した事前学習コンテンツの項目の例を

図 3に示す．コンテンツは Web ページとして作成

し，追加の説明へのリンクがページ上部に配置

されている．説明はスライドと音声により行わ

れる． 

 試作したコンテンツを使い，学生に事前学習

の作業を行ったのち，アンケートに回答しても

らった．対象の学生は情報電子工学科 3年生 3名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 事前学習コンテンツのページの例 

 

と 4 年生 2名であり，そのうちの 1名は対象の科

目を履修しておらず，残りの学生は通常のスラ

イドのみの教材で 2年生の時に学習済みであった． 

4. 結果と考察 
 アンケートの結果から，試作した教材コンテ

ンツは概ね使いやすかったようである．一方で

説明の音声が倍速再生できない点や，追加の

BASIC/ACVANCE のリンクの位置がわかりづらい/

気づかなかった，コンテンツ全体を見通しづら

い，スクロールでページ遷移できた方が良い，

等の指摘があった．追加の説明を閲覧したかに

ついては，BASIC のみが 1 名，ADVANCE のみが 2

名，両方が 2名であった．この科目を履修してい

ない学生は，ADVANCE のみ閲覧し，BASIC は閲覧

しておらず，学生が自身の理解度に合わせて追

加説明を閲覧していたようである．また説明の

ページが細かく分かれていることから，要点の

ノートを作成する際に関連するページが見つけ

やすいという意見もあった．以上のことから教

材としての構成に大きな問題はなく，インター

フェースを見直すことで，授業で利用できるも

のと考えられる．2020 年度から本教材を用いた

授業を実践する予定である． 
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◯情報メディア基礎実習 1 第 1 回 
「2 次元図形の幾何学的変換」 
 
l 幾何学的変換とは 
l 幾何学的変換の基本変換 

- 基本変換とは 
l 5 つの基本変換 

- 「平⾏移動」「拡⼤・縮⼩」「回転」
「鏡映」「スキュー(せん断)」 

 
 
l 基本変換の式 (5 つについてそれぞれ) 
 
 
 
l 幾何学的変換の⾏列表現 

- 同次座標とは 
- 変換の式と同次座標 

 
 
 
l 5 つの基本変換の同時座標による表現 
 
 
 
l 合成変換 

- 合成変換とは 
 
 
 
l 合成変換の例 
 

[BASIC]基本変換の式に値を代⼊して説明 

[BASIC]同次座標を⽤いた幾何学的変換の式の表現の例 

[BASIC]同次座標を⽤いた基本変換の表現の例(平⾏移動) 

[ADVANCE]合成変換の例 

[ADVANCE]合成変換の順序，アフィン変換 
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